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【目的】

私は小学校に入学する時に剣道を始め、

現在でも続けている。この１５年以上剣道

をやってきた中で技術はもちろん、礼法や

剣道が人間形成を行う一面など武道という

特性から様々なことを学んできた。しかし

その中で学んできたことと現実には異なっ

た部分も見られることに気付いた。私が剣

道を通して学んできたことは私の経験の中

ではとてもためになることが多かったと思

うが、なぜ学んだことと周囲が異なる部分

が見られつつあるのか。それは武道として

の剣道の形が崩れていっているのではない

だろうか。

私は現代の社会が昔に比べればとても便

利な社会に進んでいっているように、剣道

も近年変化していき、良くない一面も見え

てきたのではないかと考えた。その問題点

を挙げていき今後の剣道が乱れていかない

ように指導できるようその解決策を考えて

いきたいと思いこの研究を始めた。

【方法】

本研究では、まず剣道の発祥を明らかに

していき本来の剣道の姿というものをはっ

きりさせる。その中で現代の剣道はどのよ

うな点が変わっていき、乱れていった点を

明らかにしていきたいと思う。特に近年、

国際化が進む剣道について、剣道の礼法、

勝利至上主義の考えが進む学生剣道、そし

て段位制度から考えられる問題点を探して

いく。そしてそれらの問題点はどのような

方法で改善していくべきなのかを導き出し

ていく。

【各章の要約】

一章では剣道の歴史について考える。現代

の剣道が変わりつつあるといわれているが、な

ぜ、そしてどのように変わっているのかを明確

にするには剣道がどのようにして生まれ、どの

ような過程をたどって現在に至るのか、現代剣

道と比較するためにここで剣道の歴史的な背

景をたどっていく。特になぜ剣術から剣道に

変わり、そのなかで剣道に何を求められるよう

になったのかを明らかにしていく。

二章では剣道の国際的な普及によって生

じた問題を考える。現在剣道だけでなく、多く

の武道が日本以外の国でも行われていて、柔

道においてはオリンピックの種目ともなるほど

メジャーな競技になっている。その中で剣道

にどのような変化が見られ、そしてどのような

問題が挙がっていったのか。また海外で行わ

れている剣道は、日本の剣道と比べてみたと

きに違いがあるのかを考えていく。

三章では学生剣道の問題点を考える。私

が今まで一番多く関わってきた学生剣道の中

で試合に勝つことを目的とし、試合に勝つた

めにいろいろな工夫がなされるようになってい

るが、それが剣道の本質から外れてしまって

はいないか。また勝利至上主義の考えからい

ろいろな乱れがみられるのではないだろうかと

いう点を中心にみていく。

四章では段位制度について考える。段位は

簡単に捉えればその人の剣道のレベルを表

すものである。しかしその昇段審査は強いか

ら高段の試験に簡単に受かるようなものでは

ない。そこでなぜ強さと段位が結びつかない

部分があるのか、現在の昇段審査の内容、基

準、目的を明らかにしていく中でその問題点

を挙げていく。

五章では最後に今まで挙げてきた問題につ

いてどのような点を改善していくべきなのかを

考えていく。特に一章で挙げた剣道の歴史、

本質を元にそれらに沿った剣道を守っていく

ためには、剣道発祥の地である日本はどのよ

うな行動を起こすべきなのか。また国際的に

行われるようになった剣道の発展のためにも

剣道の本来の姿を守り、またより良いものとし

ていくためにどのような努力ができるのかとい

う結論を出していく。


